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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式７４７－４００型ＪＡ８０８５は、平成７年 

１２月１３日０４時５６分（協定世界時１９９５年１２月１２日１９時５６分）、同 

社定期００１便としてサンフランシスコ国際空港を離陸し新東京国際空港に向け飛行 

中、平成７年１２月１３日１４時００分ごろ、北緯３８度、東経１４６度付近（仙台 

の東約４２０kmの太平洋上空）において、乗客１名が機内で死亡した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　調査組織

航空事故調査委員会は、平成７年１２月１３日、本事故の調査を担当する主管調 

査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成７年１２月１８日及び２２日 事実調査



1.2.3　原因関係者からの意見聴取 

意見聴取を行った。

２　認定した事実

ＪＡ８０８５は、平成７年１２月１３日０４時５６分（協定世界時１９９５年１２ 

月１２日１９時５６分）、同社定期００１便として乗組員１９名及び乗客３４３名、 

計３６２名が搭乗し、新東京国際空港に向けてサンフランシスコ国際空港を離陸した。

同機が新東京国際空港に向けて飛行中、０９時３５分ごろ、修学旅行中の男性乗客 

１名（１７歳）が、軽い喘息の発作を起こしたため、修学旅行に同行した看護婦の指 

示に従い、航空機に搭載している酸素ボンベにより酸素吸入を施していた。１３時 

３０分ごろ、本人の意志により化粧室を使用中、１３時５０分ごろ、化粧室内にて痙 

攣を起こし意識不明となったため、同行した看護婦及び客室乗務員３名が心肺蘇生及 

び酸素吸入の処置を施したが死亡した。

同機は、１４時５８分に新東京国際空港に着陸した。

同機の着陸後、検死を担当した医師によれば、同乗客は気管支喘息発作により１４ 

時００分ごろ死亡したとのことであった。

同行した看護婦によれば、死亡した乗客は、以前から気管支喘息の持病があったが、 

旅行前に学校内の健康診断を受診し、旅行には支障ないということであった。

また、機長によれば、１４時００分ごろの同機の飛行位置は北緯３８度、東経 

１４６度付近（仙台の東約４２０kmの太平洋上空）で高度３９，０００ftであったが、 

飛行中、同機には異常はなかったとのことであった。

３　原因

本事故は、飛行中、航空機内で旅客が気管支喘息発作をおこし、死亡したものと認 

められる。


